
 

３月度「京都学ラウンジ ミニ講座」（開催報告） 
 

平成 30 年３月２６日 

京 都 学 ・ 歴 彩 館 

０７５―７２３－４８３５  

 

 

京都学ラウンジの利用を促進するため「京都学ラウンジ ミニ講座」を開催しておりま

す。３月１日（木）～３月２２日（木）にかけては「地方紙と業界紙で探る戦後京都のプ

ロ野球事情～大陽ロビンスを中心として～」と題して４回開催しましたので、下記のとお

り報告します。 

 

記 

 

■ 日  時  平成 30年 ３月１日（木）・８日（木）・１５日（木）・２２日（木） 

         いずれも１３：３０～１４：００  

 

■ 会  場  京都府立京都学・歴彩館 京都学ラウンジ 

■ 参加者数  ２７名（１日）、１６名（８日）、２５名（１５日）、２０名（２２日）  

合計 ８８ 名 

■ 内  容 

講師  京都府立京都学・歴彩館 資料課  若林 正博 

「地方紙と業界紙で探る戦後京都のプロ野球事情 

～大陽ロビンスを中心として～」（全４回） 

① 衣笠球場誕生―プロ野球界側の事情―  ② 京都にプロ野球がやってくる 

③ 京都大陽ロビンスと京都の人々   ④ 球界分裂―渦中のロビンス球団― 

資料を配付するとともにパワーポイントを使って説明。 

■ 講座の様子 

今月は４回に渡って大陽ロビンスを中心としたプロ野球界について当館資料課職員

が講義した。テーマが京都を拠点とした球団であったことから、当時を懐かしむ参加者

も多かった。 

ミニ講座前後、講師と参加者の交流が活発で、「よく調べている」と感心する声も聞

かれた。またミニ講座に参加したことで、幼少期に入手した貴重なサインボールがある

ことを思い出し、持参された参加者もいて、そのボールについて講師や他の参加者と言

葉を交わしている姿も見られた。 

        

 


